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議所開発理事▽19年豊橋市薬副会長――を歴任。
　また、所属する日本在宅薬学会では16年から学
術大会の実行委員となり、昨年、名古屋市で開催さ
れた第12回学術大会では実行委員長も務めた。
　このほか、地元の豊橋市が推進する「豊橋まちゼ
ミ」にも参加。「まちゼミ」とは、個人商店であり

ながら様々な技能や知識を持つ店主が無料で開催す
る知識講座のこと。神谷薬局では「認知症」や「口
臭・体臭」に関連する講座を実施。この取り組みを
通じて「調剤薬局という言葉が一般的になった反面、
日常的に身近な薬局の薬剤師という専門家に気軽に
相談ができるということが、まだ理解されていない
部分が大きいとも感じた」と話す。

　神谷さんは、政治活動として日薬連盟の企画実行
委員会委員を務めた際、藤井議員が当選を決めた
16年の参議院選挙と、本田顕子議員が初当選した
19年の参議院選挙で、企画面や地元での活動に深
く携わってきた。「委員を務めた６年間で薬剤師の
仕事や生活面に、政治が大きく関っていることがよ
く理解できた」と強調する。それらの経験から「薬

局、病院、企業、教育機関、およそ薬のある場所に
必ず薬剤師がいる。国から付託された薬剤師資格を
十分に発揮するには、法律と政治が深く関わってく
る」との確信を得たことが、政治家を志すきっかけ
となった。
　また、豊橋青年会議所に７年間籍を置いていた時
期に、地域住民により一層政治に関心を持ってもら

うことを目的とした「市民
主権推進委員会」の委員長
を務め、特に10代の高校
生などに向けた事業を構築
した。「考えれば考えるほ
ど、若い人たちにも関心を
持ってもらい、政治を良く
しないと、この国の将来は
危ないということを強く感
じた」とし、自身も政治家
への思いが日増しに高まっ
ていった。
　神谷さんは、積極的に取
りみたい事として「国民皆
保険制度の堅持と薬局経営
基盤の安定化」「かかりつ
け薬局・薬剤師に医薬分業
の一層の定着」「国民が安
心して暮らせる、災害に強
い医療、介護の提供体制の
整備など国土強靱化の推
進」を掲げる。特に、かか
りつけ薬局薬剤師の定着に
ついては「今回の薬機法改
正で薬局の位置づけが変わ
ってきたように、薬局薬剤
師のあり方は、法律の影響
を受ける部分が大きい。薬
局をどのように活用してい
けるかという点について
は、現場の薬剤師としての

視点をぜひとも取り入れたい」と展望する。
　薬剤師を取り巻く環境に対しては「様々な声があ
るが、今後10年、20年先を考え、もっと取り組ん
でいけることはある。その先を見据えながら、薬業
界で働く人、薬剤師、そして薬学生の皆さん方の将
来に対する思いの声を一つ一つうかがっていきた
い」と語る。神谷さんの信条としては「薬剤師は、
技能や医療の知識を含めて、地域住民の方々にでき
ることはまだたくさんある。今の医薬分業について
のバッシングなど様々な声はあるが、薬剤師がもっ
と地域生活者の健康に寄与できることがあるはずだ
と信じている。それをできる環境を作っていきたい」
とする。
　また、若手薬剤師や薬学生に向けては、「薬剤師
の職業は、調剤のみならず公衆衛生面の向上や健康
寿命の延伸、医薬品開発や物流面での貢献など、可
能性がたくさんある。その認知度も含めて、構築し
ていくのはこれからの薬剤師だと思う。それには、
まず自分たちで動き、声を出して取り組んでいくこ
とで、自ずと道は開けていく。やはり、薬剤師の職
能や可能性を信じて、これらからの未来を共に作っ
ていけたらいいと思う」と話す。
　自身について「様々な事象について、原因や理由
を分析することがとても好きな性格」だという。趣
味は音楽鑑賞（ポップス）と読書で、好きなアーテ
ィストは大江千里、作家は五木寛之。自身の名前か
ら考えたキャッチフレーズである「か」がやけ、「み」
らいの、「や」くぎょうかい、の実現に向けて挑ん
でいく覚悟だ。

職能発揮には法と政治が重要
かかりつけ定着に力注ぐ決意

６月10日の日本薬剤師会の定例会見で、日
本薬剤師連盟組織内統一候補となったことを
報告する神谷さん
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処方箋調剤からＯＴＣ医薬品販売まで、広く地域生活者
の健康サポートに対応
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